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.くらしの学習会

今年最後、そして20世紀最後の井戸端だよりをお届けします.本当に早いもので、

くらしの学習会も講8年を迎えました。来年は9年目に入ります.読んでくださる方々

に支えられて井戸端だよりを発行し、細々と活動も続けてきましたが、振り返ってみれ

ば、それなりの意味があったように患います。これからも、きばらず、自然体でそのと

きどきに気になることを、テーマは絞らず考えていきたいと患っています.今後とも宜

しくお願いします.

さて、それでは活動報告です.

10月は、 7日(土)2: 00からおさんぽ会を緑化センターで実施しました。大人も、

子棋も自然の中にある、まる・さんかく・しかくをさがし、楽しい一時を過ごしました.

{関連記事P.2- ) 

10月例会は、 30日(月)1 : 30から行いました.県から重信町は松山市と合併する

という話案が示されたのが 10月4目、市町村合併問題がメインテーマとなりました。

会員から一度この問題について、町長と懇議会ができないだろうかとの意見が出たので、

早速町に問い合わせたところ、 11月27日に町長が時間をとってくださるとの快諾を得

ましたo (例会関連記事P.S'---- ) 

11月は 12日{日)に秋の散策を実施しました.あいにく雨混じりの散策となってし

まいましたが、会員のご主人の参加もあり、ひと味違ったものになりました.

(関連記事P.// "- ) 
11月27B (月)は、 1: 00から町長との懇談会を行いました.町長はお忙しい中 1

時間半以上も時間を割き、私たちのぶつけた質問に丁車に答えてくださいました。

(関連記事P.1.之'"'-"" ) 

12月 18日〈月)は 1: 00から、チーズフォンデューを囲んで‘今年の活動を撮り

返りました.来年は、くらしの学習会の名で、会員の一人が熱心に取り組んできた自然

観察のワークシ-~が出版できるかもしれません.乞うご期待を!

今回の会報は、他にも会員の率直な意見を広く求め、掲載していますので、どうぞ最

後までお読みください。何かを感じ、色々なところで話の種にしていただければ幸いで



秋のおさんぽ会一小さな子どもと大きな子ども一

lO~7ß(土)。お盛を少し過ぎた頃、縁化センターで秋のおさんぽ会が始まりました。

あいにくの曇り空でしたが、われら“おさんぽ離"は、とっても元気な子ども 10人に、

まずまず元気なおとな 10人で編成。笑語読のチャーミングな斉藤臣家長がひとりひとりに手

書きの名札を配って、笑麟がみんなに誌がります。

今日のテーマは、自黙の中の“まる・さんかく@しかく"を探すこと。まず、斉藤さんが、

ボードに書いた圏形を見せて・、 fとの中f;:'，“さんかく"はいくつあるでしょう円。すぐに

分かったおとなたちは、額を見合わせて、くすくす。一生轡命に数えた子どもたちは、口々

に審を言います。 f4つ!Jそうかな?・. . rあ、 5偶だ!Jそう、正解。小さな“さん

かく"が組み合わさって、もう一つ、大きな“さんかく"を作っているのでした。さすが、

高学年のお輔さんたちに拭分かったようです。“しかく"でも同じような開審をした後、今

E震は、おつきな本物の葉っぱが配られて、 fこの中から、 O、Y、ハート、ギザギザを探す

ようにj、との指令。う~ん、これは難しい。最初は余裕をみせていたおとなたちも、だん

だん真離になっていきます。

こうして士気が上がり、関形の見方の鍛練もできたところで、いざ出発。 2、3人がひと

組になって、まずは、あずま麗までの小選で“まる"探し。私たちのチームは、マンリョ

ウの実と、木のウロに、“まる"を発見。スケッチの方も、大騒ぎしながら、なかなか上手

にできました。関みに、子どもたちが見つけたものの中には、“雨のしずくが地面に務ちた

勝"なんてものも。 Howromantic!膜轄です。“さんかく"、“しかく"と進むうちに、みん

な毘を藤らしてあっちこっち見上げたり、首を額けたり。

コースの中ほどを過ぎたところで、女の子が大きなカマキリを捕獲。自の高官iこ差し出され

てキャーキャー騒ぐのは.. .おとなも子どもも一緒。この頃になると、国形を探すより

も緑化センターの珍しい植物が気になって、斉藤先生に、 fこの葉っぱは、何ですかj也「銀

杏の雄雄はどうやって見分けるのですかJと賞関攻勢。おとなたちが、“大きな子ども"に

なっていくようです。クルミや、小さな実のついた珍しい“がく"のようなもの、それか

ら親密{ぎんなん}を拾いながら、三々五々歩いていきました。

おさんぼの後辻、芝生で嬢き苧をほおばります。お芋は、参加者のひとりが、当日の朝畑

で撮ったばかりの“産地直送"。みんなで分け合いました。さて、おやつの後は探検の成果

の発表会、かと思いきや、子どもたちは、いつのまにか短距離走をしています!オリンピッ

クの影響か、「フライングはだめ!j など、なかなかに本格的です。“大きな子ども"たち

の方は、哀しし哨ミな、心は子どちiこなれても体はおとなのまま、どっしり座って、発表会

合したのでした。

今回のおさんぽ会、私は初めて参加させていただきましたc 普段直接触れ合うことのない

幼児や小学生と一緒に遊び、心だけですが“(大きな)子ども"に帰ることのできた一日で

した。 R々、 fおさんぽjを続ければ、体も“子rも"に近づけるのかもしれませんね。 (AK)
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おさんぽ金感想いろいろ

，，¥ I かまきりがこわかったです。テレピのしゅiきのこをみつけてたのしかったでおじゃ

ざいの人がきていました@しつもんされてiる !Oム己はいっぱいあった@テレビ!こう

ドキドキしたぞ-!つってたのしかった。自然たい11んしてよ

町出m帥こU さ山3rとう均一ンー

おいもさんおいしかったよ。いろんなはっ10ム口で母、いろいろ立鞠がかくれてい

ば華みつけたよ穆いろん匙きのみをみつけj撃した。とても華華しかったです。自撲の中

主こよ。きむこもみつけたよ。おもしろかっjにもたくさんのOロムがありました。とて

たですe おまけありがとう みよしりさ もおもしろかったです。 戒能渚

かたちさがす側た時しかっ尤よ。またj耽きたいです。

し主こいえ主一。おもしろかったよe

やまさきみその

はじめは錦3をするのかわから立いまま来iおいしい空気、足にやさしい芝生とかれ

てしまった11れど、だんだんおもしろくなi葉の遊 のんびりした半昌を過ごすことが

ってきました。こういう集まりははじめてiできありがとうございましたe

で、はじめはおばちゃんたちがすごくえらi偶気立く散簾していた今までとちがって

い人にみえて話かけるのもこわかったけ10ム口を携すむはとても心がうきうきしまi

lι いっしょ倒1てのち出すごi凶 S . K 

くIL'のきれい是正人たちだなーと思えてきま

村上露呈F

した。 iまんの小さな艶莞iこも少女のようにi
よろこぶのを克ていると、部だか別世界{こ

来たみたいに思いました。これかちもこわ

がらずにどんどん集まりι参加してみよう

と患いました。 村上幸世

久しぶり(呂年ぶりくらいかな?)Iこ鰻IIまじめての参加です。

イヒ公選喜!こ来て、とてもえまっかしく患予の小i小さい子供たちと過ごす時措も、久しぶ

さかった墳を患い出してしまいました。のiり。それぞれの自轄での芳三きがし、議しか

んびりとした一時、ありがとうございましiったです。 山 下 美 穂

先。 もりかわ

。ム口等を畠熱的中でたくさん毘つけま

した。見つける作業の中でpらがうきうきも

でも見つかるかどうかどきどき。楽しい数

時間でした。 たけだ

守，
u



軟のおさんぽ会の撞霊童

歌のおさんぽ会では、いろんなカタチを見つけることができ、とっても棄しい時間を

過ごすことができました。ありがとうございます。やっぱり、みん誌でお散歩するとい

ろん品発見があって、わくわく、どきどきですねえ。

さて、私にiまいくつかの摺題がありましたので、間答いたしま~す。

費問?

イチョウの葉っiまには七万れ込みがあるものとないもむがあります。 r持(切れ込みが

ある葉つ{訟は男の子、スカート{鵠れ込みがない葉っぱ)Iま女の子jと言いますが、

本当ですか?

蓄え 1

韓の鑑雄と葉っiまの切れ込みとは開館ありません。

若い{爵体でiま切れ込みのある葉っぱts多く、年月を重ねるにつれて明れ込みが少なく

なるそうです。このようえE鰭向i草地の韓類の木iこも見られますe 樹えi;!，ヒイラギの葉

の舗にあるチクチクする「とんがりJも、若い寝体だけに見られる特徴です。識をとる

と丸くなる、というわけですね。

霊童開 2

クリスマスケーキの童話りとして罷われるとイラギに(;;j:赤い翼がついていますが、ヒイ

ラギの襲って、赤いんですか?

答え 2

ヒイラギの翼iま6--..7月壊、薫禁色に熟します。あれ?おかしいですねe そこで、言語

べてみました 1

なんと、クリスマスケーキiこ穫われる飾りは、セイヨウヒイラギ、アメワカヒイラギ

という木の枝えまんですって。違う謹類だったんですね@けれども、謹鎮が違うだけでは

とEく、実iまずいぶん遣う仲間本んです。ヒイラギi立fモクセイ科モクセイ麗jで、キン

モクセイやギンモクセイの伸顕なのですが、セイヨウヒイラギとアメリカヒイラギは

「モチノキ科モチノキ麗jでモチノキやクロガネモチの仲関なのです。葉っ{ぎが1t.lてい

るだけで、開じような名離がついているだけ窓停です。

そして、セイヨウヒイラギとアメリカヒイラギ!こは、軟も深まった壊、蒜い翼tJ~詰る

ので、これが震源りとして使われるわけですね。

こんtJ:.貰関をも くと、本当!こ艶強に主主りますし、護持しい世界が誌がって、とって

もうれしく患いますe もっともっといろん怠費関をお寄せくださ~い。
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質問 3

アオギリの実の船のような部分は何ですか?

答え 3

なんと、 「果実の袋』でした。アオギリの果実は袋果で、成熟する前に5つに分かれ、

そのうちの 1つがああいった船のような形になるんですって。そういえば、みかんを食

べるところは子房の中の毛が熟したものですし、果実って面白いなあ.

ちなみに、昔はアオギリ.の種を妙って食べたり、第2次大戦中にはコーヒーの代用に

したと図鑑に書かれていました。今度、試してみます? (斉藤)

10月例会報告

10月例会は、 30日(月)午後 1時半から林さん宅で行われました。

|* 市町村合併について!

10月 29日に県民文化会館で開催された「未来のために、共に創ろう新

しい地域社会Jをテーマに『市町村合併をともに考える全国リレーシンポ

ジュウム in愛媛.1(自治省、県、愛媛新聞社、全国地方新聞社連合会主

催).1に出席した会員からの話がありました。

BE学暢抗告皆~.邦制限必W8ヂ4夫氏の基調閣，.'の主Ii

*今回の市町村合併は、思念ではなく義々の生活を守るための危機管理と

とらえるべきだ。

*誰が合併をさせたがっているかというと、政府(与党)。自治省も合併

を望んでいる。

*地方分権の時代は役所の能力が問われる。職能集団の機能を高めざるを

得ない。(専門職化)

*財政問題、交付税は、合併には関係ない。交付税に関して、 8兆円の借

り入れがある。合併に関係なく 3割はカットしなければならない。合併

しでも 3割カットは無理。

*合併は理屈ではない。自分の損得感情はぬきにして、将来の子供達のこ

とを考え決断することが重要。

*合併特例法には、 2005年3月という期限がある。

バポノルディスs:;/シgン 4'. iH#1:l泌:øJJ~ で低

4人のバネリスト(中川浩明自治省行政局長、竹本哲也新字摩合併研究

会座長、安登利幸日本政策投資銀行松山事務所長、小西教授)が合併は必

要と話され、夫々の立場でなぜ必要と思うかを述べられた。

n't1k1HJ.留について'M:JlJJ1#ltliJ•ι

*合併特例法では、合併する各自治体への交付金の合計が、合併後 10年

申ター



間保障される。

場合併を拒寄した場合き地方交付税lまどう 7なるかと言うと、合静をしない

から交付説が競るという仕組みにはなっていないが、現実関題として事

合併告するところと、し金いととろで差が出てくるのは仕方がない。

*合併特輯j績は、揮端に言えば、合併が進むと閣の財政が離綻するほどの

大きな金額になる。

笠控鑑設護金主笠， 11謹躍進亙選盆盟主遭護軍謝密議苦j喜l:f..，T
本地方には人材が足りない。簡や県が地方を指導する形の現状では地方忠

治体の考えるカが衰えている。権額と人材の問題に画摘していないc

家合辞すれば行政サーぜスは低下し、今まで築いてきた特岱のある行政が

できなくなり、人口が減るのではと危模している。

*合許ノ《ターンの試案は譲数iこして葺いたかった。 等々

議襲撃註護者臨ま空業瞳援金轟時盤:思
惑試案が lつというところに問題がある。

本試案どおりだと、人口が 50万人を超える場合は、指定都市になる。 4

本松山市との合併は反対だが、)!l内とだといいとかいう意見をよく開く。

磁部とiまどうかとか。生々なパターンで考えてもいいのではなし主語、

*試案を受けて、町議会i士、町長はどん牟意見を持ち今後どんな形でこの

問題霊を進めて行こうとしているのか知りたいので、町長と話し合いの場

を持てないだろうか。

*えひめトップミーティングの痛で町長はどんな発言をされたのだろうか。

ネ今後のスケジューんとして、年内に検討委員会でパターン者決定。公表

するという話も聞くが、もう少し持iましてもらえないものだろうか。

重信町は、町として住毘への働きかけは何もしていないんだから。

本阿部県議にコンタタトをとり、県の担当者かの諮も開いてみたい。

降一勝地主欝反主主主之丞-M蕗掴
*周辺道路i立大変糧雑しているが、近辺の住民は日常生活に支障をきたし

ているのではないだろうか。



*車の進入口がー箇所しないので危険だし、混雑のもとになっている。

*横河原の商庖街への影響が出て，駅前のいど商店は関j吉した。

*地元に密着している商唐には、頑張って貰いたい。特に、夏の観月祭へ

の影響が危f具されるが、重信町が補助金を出してでも盛り上げてほしい。

*横河原商庖街が活性化するためには、駅前に大きな総合ピルを建て、そ

こで商売をするのはどうだろう虫、

*モーノレは、牛舎が傍にあるのでとても臭い。しかも、酪品搬入口に面し

ているのでよけいに気になる。

*パンに蝿がたかっていて不潔。消費者からパンの容器に葦をするよう要

望した。(その後すぐに蓋のついた容器になった)

*重信町内にフジ、ディック共に大型1苫が2つも出来て、大丈夫なのだろ

うか。(他唐が進出してくるとシェアーが低くなるからという意見も聞くが)

!*動物愛護についてi
愛媛県は2002年中に f県動物愛護センターjの建設を計画中。

飼主の身勝手な理由で捨てられるベットも多い。そこでセンターでは動

物とのふれあい教室などを開くほか、収容した犬や猫を飼育し、引き取り

手を探す。

避妊・去勢手術を進めていくなど、動物との共生に血感した社会を実現

するために、今後行政に働きかけていきたい。

f因みに、現在不用犬や野良犬は市町村を通じ保健所職員が回収。筋肉注射:

jで薬殺した後、松山市や新居浜市など県内四ヶ所にある犬嬢却場に送られ j
jている。昨年度は計7087匹の犬を処分。引き取った犬は即日に薬殺さ;

;れている。 ; 

; 県内では、波方町と大洲市が手術費用の一部を助成している。

~愛媛新聞より'"
¥ ♂  

/f 

i* 10月7t:iに行われた難禅譲護憲tIT援金のピデオを観る|

-1-
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、
商
工
会
議
一
眼
さ
れ
る
」
と
難
色
を
一
市
す
向
一
成
ー
な
ど
の
考
え
方
が
出
ざ

ま
策
定
検
討
委
員
会
(
会
長
'
藤
一
所
な
ど
の
各
種
団
体
の
全
県
組
一
さ
も
あ
っ
た
。
一
れ
、
吹
田
以
降
の
会
合
豆
窓

会
一
回
節
夫
愛
媛
大
法
文
学
部
教
一
織
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
す
る
こ
と
一
義
欄
で
の
合
併
パ
タ
!
ン
一
る
。

一
授
、
十
人
)
の
第
四
面
会
合
が
一
と
し
た
。
掛
同
年
会
難
所
な
ど
が
一
は
、
ト
ッ
プ
ミ
!
テ
ィ
ン
グ
で
一
藤
密
会
授
は
「
(
時
間
に
と

士
一
十
九
日
、
繰
庁
で
あ
り
、
要
一
強
自
に
実
施
す
る
勉
強
会
で
出
一
の
褒
遣
も
踏
ま
え
複
数
の
療
を
一
ら
わ
れ
)
い
い
加
減
な
賠
輪
を

一
綱
策
定
に
あ
ち

J

民
間
団
体
か
一
て
き
た
意
見
も
反
映
さ
せ
る
。
一
一
取
し
、
最
終
判
断
は
地
域
に
任
一
出
し
た
の
で
は
、

A
詳
が
渡
れ

ら
エ
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
実
施
を
決
め
一
一
方
、
年
内
に
婆
鯛
を
ま
と
一
せ
る
と
の
方
向
で
ほ
ぼ
一
致
。
一
る
し
、
県
民
へ
の
常
倦
広
も
な

盟
一
る
と
と
も
に
、
要
綱
で
は
複
数
一
め
る
と
い
う
鼠
の
方
針
を
受
一
ま
と
め
万
で
は
マ
軸
と
吾
輩

5

一
る
つ
十
分
に
審
議
を
し
て
要
綱

一
の
合
併
パ
タ
ー
ン
を
一
市
ず
べ
き
一
け
、
「
こ
れ
以
上
の
意
見
後
間
二
案
を
作
っ
た
よ
で
、
翻
域
ご
一
を
ま
と
め
た
方
が
、
地
域
で
の
一

一
と
の
意
見
が
大
勢
を
占
め
た
。
一
く
の
は
時
間
的
に
難
し
い
」
「
合
一
と
に
複
数
寂
を
壌
市
マ
中
心
都
一
鑑
識
も
進
む
」
と
諾
し
た
。

一
策
定
時
期
に
つ
い
て
県
は
閣
の
一
併
手
続
き
に
住
民
投
票
を
導
入
一
市
に
周
辺
が
合
併
す
る
パ
タ
!
一
要
綱
は
委
員
会
の
答
申
務
愛
一

一
指
針
に
基
づ
き
年
内
と
の
方
針
一
す
る
と
の
国
の
方
針
も
あ
り
、
一
ン
と
、
地
域
に
独
自
性
手
持
た
一
け
弘

一
だ
っ
た
が
、
藤
回
会
長
は
「
十
一
住
民
の
意
思
は
こ
の
段
階
で
反
一
せ
る
パ
タ
ー
ン
の
二
通
り
を
作
一
る
。

一
分
な
密
輸
隅
存
尽
く
す
。
年
度
内
一

監
一
か
も
し
れ
な
い
し
、
年
度
移
詔
一

本
一
え
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
話
し
、
一

3
一
遅
れ
る
可
能
性
も
出
て
き
た
。
一

山
一
県
は
議
論
の
た
た
究
活
と
な
一

均
一
る
合
併
パ
タ
ー
ン
薬
草
月
一

汗
一
に
発
表
し
、
同
月
の
え
ひ
め
ト
一

日
一
ッ
プ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
市
町
村
一

年
一
長
か
ら
意
見
を
聴
取
し
た
。
間
一

世
一
日
の
会
合
で
は
一
合
併
の
主
体
一

成
一
は
伎
民
。
試
案
に
対
し
首
長
や
?

平一〈
一
市
町
村
議
会
議
長
の
諾
し
か
醐
同

年
一
い
て
お
ら
ず
、
一
組
県
民
の
南

山
一
を
吸
い
上
げ
る
必
要
が
あ
る
」

nv 

一ィ

議

す

る

合

併

協

議

会

の

殻

鑓

一

一

倍

、

住

民

が

麓

媛

塑

抗

す

る

制

十

一

一一度
ι
有
華
町
五
十
分
の
一
の

著

名

義

め

、

各

藁

に

設

立

一

よ
事
講
求
。
関
係
議
会
す
べ
て
が

E

ゐ

一

一
可
決
す
れ
ば
、
ー
法
律
に
慈
づ
く
官
経
め
た
。
十
月
下
旬
に
は
番
一
平
八
日
に
は
間
研
究
会
定
一

一
ム
悶
併
協
構
会
が
殻
立
さ
れ
る
。
一
川
鎮
西
捕
地
区
の
一
市
九
町
で
一
例
会
の
中
で
森
高
麗
行
(
土
題
一

一
間
研
究
会
は
昨
年
十
月
か
ら
一
A
J
秋
、
住
民
発
議
し
た
一
み
と
一
患
と
篠
原
喪
(
川
之
江
市
〉
の
一

一
俊
民
発
識
を
視
野
に
入
れ
て
き
ょ
の
将
来
事
え
季
」
の
〆
一
軍
識
と
意
見
交
換
。
篠
原
泉
一
一
姦
サ
イ
ド
の
動
さ
に
と
ら
わ
一

動
。
予
定
時
期
の
来
年
一
一
一
月
が
一
ン
パ

i
蓬
例
会
福
博
、
ァ
議
は
直
接
的
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
一
れ
支
付
斡
い
て
い
ち
た
い
」
と
一

塁

返

っ

た

こ

と

か

ら

準

備

一

九

三

重

け

た

。

一

議

番

。

襲

議

長

い

い

ス

一

括

し

て

い

る

。

一

出
開
閉
山
田
附
山
山
市
山
間
同
市
1
$
4
4
1
1
J出
抑
制
削
世
間
世
間
期
間
開
閉
山
脱
出
目
出
世
都
目
計
問
問
問
川
出
H
G
H』
鵬
掛
肝
問
問

住協

事持宇産量合静研

A一品発

地
元
緊
議
ら
協
力
了
承

住
民
の
立
場
か
弓
字
醐
耕
地
方
一
地
元
県
議
に
協
力
を
妥
輔
、
比

二
一
切
一
町
二
村
の
合
管
羅
生
理
解
を
得
た
。
竹
本
座
長
は
「
発

す
る
章
受
口
併
研
究
会
(
竹
一
撃
通
じ
て
住
民
意
織
を
高
め

本
哲
也
波
長
)
が
来
年
一
一
一
月
の
一
た
い
」
た
ず
る
。

量
発
議
書
指
し
主
準
備
を
住
民
発
識
は
、
察
官
寸

進
め
て
い
る
。
二
十
八
日
に
は
一
聞
で
具
体
的
な
A
口
併
課
題
ふ

置
の
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一
経
緯
と
長
穫
を
醐
聞
い
て
ほ
し
}

一
い
」
な
ど
の
丙
が
上
が
っ
た
。
一

一
合
併
の
組
み
合
わ
せ
に
つ
い

一
て
は
「
地
域
文
化
の
仏
承
、
7
T

一
向
て
環
境
な
ど
を
考
え
る
と
松

一
山
市
編
入
は
避
け
て
ほ
し
い
)

一
…
附
利
の
大
合
併
で
総
山
市
周

一
辺
部
と
な
っ
た
地
域
は
都
市
議

一
般
範
備
が
遅
れ
た
。
せ
め
て
川

一
内
初
と
安
保
を
」
「
町
が
リ

一i
ダ

1
シ
ッ
プ
を
取
る
こ
と

一
で
、
箆
億
町
と
そ
の
問
問
辺
部
で

一
ま
と
ま
れ
な
い
か
」
な
ど
の
窓

一
見
が
あ
っ
た
。

一
町
機
会
は
縁
談
会
で
の
態
見

一
な
ど
事
務
ま
え
、
関
駅
の
A
用併

一
パ
ヲ
i
ン
芥
検
討
す
る
。

議
十
六
人
と
、
和
田
喜
一

町
長
ら
町
幹
部
が
出
席
。
住
民
一

代
袈
と
し
て
区
長
や
樋
工
会
、

女
性
箇
体
役
員
ら
約
四
十
人
が

お
加
し
た
。

爆
の
示
し
た
獄
策
で
は
、
間

町
は
松
山
市
な
ど
と
組
み
合
わ

さ
れ
て
お
り
、
参
加
者
か
ら
は

「
一
つ
の
品
展
パ
タ
ー
ン
し
か

示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
最
良
の
組

み
合
わ
せ
を
溺
べ
な
い
」
「
あ

ま
り
に
唐
突
な
出
し
方
で
、
住

民
に
失
礼
だ
」
「
践
に
鑑
定
の

町
議
金
特
別
委
住
民
と
鞠
懇
談

同
ゆ
鋭
部
意
向
間
町
議
会
の
片
付
政
改
単
特
別
蚕
員
会
(
人
凶

茂
徳
袋
員
長
、
九
人
)
は
三
十
日
、
町
の
合
併
の
在
り
方

に
つ
い
て
、
住
民
の
震
を
働
く
懇
談
会
を
町
役
場
で
開

催
。
欝
加
者
か
ら
は
、
燥
が
十
月
に
示
し
た
合
併
鼠
築
よ

り
も
多
様
な
ム
開
併
の
組
み
合
わ
せ
事
護
望
す
る
意
見
が
相

次
い
だ
。
同
町
で
、
住
民
が
合
併
に
つ
い
て
公
式
に
意
気

ヰ
怠
べ
た
の
は
今
問
酬
が
初
め
て
。

ー
併
つ

む
合
立

が
と
自

バ
即
時
声

時
一
週
む

i
開

問

翠

重{奮

州
国
間
爪
郡
川
内
町
議
会
の
合
併
検
討
特
別
蚕
員
会
(
悔
崎

法
委
員
授
、
十
人
)
は
十
一
日
夕
、
町
の
合
併
の
あ
り
万
一

に
つ
い
て
住
民
の
費
量
く
初
の
態
談
会
高
中
央
公
一

暗

部

民

館

轟

い

た

。

警

衡

と

の

合

併

を

麹

む

震

が

を

一

ソ

μ

出
さ
れ
、
可
能
な
言
併
を
し
な
い
よ
う
に
求
め
る
態
見
一

長

制

も

一

部

か

宝

が

っ

た

。

一

h
ト
い
附
問
機
十
七
人
と
大
西
勉
町
制
畏
一
が
あ
り
「
少
な
く
と
札
盤
億
町
一

b
t
ら
襲
撃
出
向
邸
内
各
種
一
と
合
併
す
ベ
芸
」
「
小
さ
い

d
y
留
体
代
相
訳
、
行
政
緩
験
者
ら
か
一
な
が
ら
も
ガ
ッ
チ
リ
と
し
た
回
一

E
Z
ら
は
一
ニ
十
七
人
が
お
却
し
た

J
治
体
毒
れ
ば
よ
い
。
強
力
に
一

時
記
県
富
併
試
薬
で
川
内
町
主
進
め
て
ほ
し
い
」
な
ど
の
重
一

3
3
松
山
市
な
ど
と
総
み
合
わ
さ
れ
一
意
見
が
相
次
い
だ
。
一

リ

ヴ

て

い

る

こ

と

に

つ

い

て

、

憲

一

票

召

し

量

需

産

一

弓
点
者
か
ら
は
「
定
数
収
さ
れ
る
石
市
と
の
合
併
任
決
め
た
場
一

A
姶
戸
こ
と
に
な
る
」
「
小
綿
織
学
校
一
合
、
川
内
町
は
ど
の
よ
う
に
対
一

ペ
オ
議
競
合
員
る
の
で
は
な
い
一
応

F
る
の
か
こ
紹
和
の
喜
一

明
訓
月
か
」
「
財
政
事
情
が
大
き
く
岡
崎
一
併
以
後
、
げ
げ
を
流
し
て
今
の
前

U
[

な
き
な
ど
の
道
的
な
章
一
を
つ
く
っ
た
り
可
能
な
『
宏
保

必

仁

が

出

さ

れ

た

。

一

自

体

に

反

対

し

た

ど

な

ど

の

，
冊
盟
沼
町
と
の
合
併
に
つ
い
て
一
憲
見
も
あ
っ
た
。

は
、
臨
霊
的
な
結
び
去
る
、
一
間
町
鱗
会
は
今
後
、
乙
れ
ら

す
で
に
関
町
が
行
っ
て
い
る
消
一
意
見
#
踏
ま
え
、
合
併
に
つ
い

ー

¥
h
u
l
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iまじめての「くらしの学習会J .......，合併問題について 》
S
F

今関はじめて、くらしの会!こ拳加させていただいた。

午前中告関歌吉漢替で散策し立がら紅葉をめで、その後、豊賞金!こ出璃した。

墨金舎での話題!立、合静簡豊富fJf.中心だった。新関でも報道され、重信町が松山市と

合併する棄が畏から出されていることは知っていた。また、重f書留Tの文化襲でもアンケ

ート調査理由で合併についての関いがあった。

この時はじめて霊f書簡住畏の合棋に対する動きを感じた。

今由香参加されたくらしの金の方lj;，署警告除毒 4人であったが、合併の是非去々以前の

問題で不溝在来されていた。

一つi立農が、合鮮について重f書留?へ性君、本間筈を求めてきていること。二つ自 Ij;，そ

れに関連して、性毘内で合鉾について十分論議されないまま結論が出されることに対す

る窓壌である。その後、農薬が艶対で主主く、柔軟えま対$で推進していく方向!こ変わって

きている。縫って、 E必ず松山との合併ありきでも怠くなった。奮い方を蜜えると騒収合

静の織が前提!こ本ら主主く怠った。

以上のことを踏まえ、この場華構り、私立りに合併はついて述べてみたい。

まず、合静と!まえEんぞ、やもということである。本来、合併とi立、以前、新聞紙上でも

員長わかせた企業合併でも分かるように、主主きgびる一つの方途である。つまり清算と合

理化である。

て、額iこ重f書留Iが射践的に盟難立ため品然的に金解せざるを簿ないのであれば分

りやすい話である。ところが、最近の璽矯町の自覚ましい進麗ぶりを見る鰻り、連れ

てやってきたバブル時代というか、活況を呈しているのである。いよいよ重信の時代と

患っていたところが、地市の手中!こ取ったり、地譲?を艶え込むというの母、侍とも気を

離ぐ話なのである。

しかし、今菌、企業に追離して出てきた自治体の合鮮論の出所i立、富治省である。ど

の富治体もバブルの崩壊以韓、震オ政難iこ臨っているのは、塁走成の事翼になっている。ま

た、産業構造の転換に出遅れたことが、景気の鉱謹を今自まで長びかせている。並行し

て失業率も高いa もう一つは、年齢人口比率が逆三角形!こえまっている。今後は高い軽璃

成長率も望めなくなってきている。しかしなんといっても、留が葉大畠慰霊支持字立ので

ある。だから、自治省としては、子金社を整理統合という観点から、合併葉を出してき

たのである。また、介護鐸験宿j墜という大きな負諦も抱え込んでしまっ7と盟、 E草生省も

Z主主義揺祉行政の推進に培、異論はないはずであり、どの省lTをとっても利点がある。ま

た、中央審庁の続鷹合イヒや大学の法人化とも関連づければ、痛み分けの論理さえ鶴いて

いると言える。

一1¥-



全体に宮僚は、地場住民の感性を持ち合わせない人々である。すべて合理化、効率化

で物事を処理できるのだろうか。

地域社会と会社社会とは違う。地域社会は幸福惑を、会社組織は利潤を、求める場で

ある。会社組織は、利潤のためなら統合再生を擦り返していける。ただ地域の問題は、

合理化によって切り捨てられる部分が大きなウエイトを占める。アイデンティティとか

人の生に関する多様性の部分である。

しかしである。人間には、環境の変化に題応する能力が備わっていることも事実であ

る。これには、いい面と悪い面の両方ある。ただ合併で悲観し死ぬ人はいない。だから、

合併の対価として国民に歓迎される建設的なものを示せば、合併に対する考え方も変わ

ってくるのではないか。ただ、それを示すこともできないほと‘国は借金返済でいっぱい

なのも事実なのだが。 10パーセント消費税に代わる苦肉の策とも言えよう。

地域あって菌もあり、国あって地域もある。地域も国も互いに協力しあって支えてい

かなければならない。このことは、よく分かる。しかし、合併に際して、その支度金を

くれると言うが、結婚ではあるまいし、地域をばかにしている。地方分権時代や自己決

定権とか言っておいて、ちゃんと金でつることは忘れないのである。これではいつまで

たっても地方分権は遠い話と言わざるを得ない。住民参加のまちづくりが聞いてあきれ

るのである。しかし、実際これまた金のともなわない地方分権なのもまた事実である。

合併と言っても、要i立、国による自治体の整理統合の勧めである。

本旨としては、私は現時点での松山市との合併には反対である。不透明である。重信

町の財政規模であるからこれだけの自紫環境が逆に現在でも保存されているが、大きな

資本と結びつくと今後はどうなるか分からない。また合併後の実際を示さない中で合併

の是非を問うこと自体、無意味であるが、これは目先の問題である。本当に大切なのは、

長期的な観点から人間にとって何が一番大切か見る眼を持つことと恩う。そういう意味

では阿歌古渓谷で自生する木喜を食べたなかにヒントがあったような気がする。重信町

にとって守るべきものは何か、進展させるべきものは何か、いま正にこの点が関われて

いる。 (T.K) 

11月27日(月)1 : 00"" 町長との懇談会

町役場3階の応接室において、町長と会員8名との懇談会が実現しました。話題は多

岐にわたりました。以下抜粋して簡単にお伝えします。

1. 合併問題について

・・・町長としては2年ぐらいかけてじっくり取り組むつもりだった。しかし、県

の試案が出て、しかも松山市との合併案一つだったので、戸惑っている。更に、県が

12月という期限で要綱をまとめるということで、特に異論がなければそのまま決めて

しまうと言ってきている。町としては、一案だけでなく複数案示してくれるよう、また
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期曜についても時間的余裕を与えてくれるよう要望することにしている。幸い本ことに、

合併の主であるべき松山市があまり乗り気では立い。一方、)ll内簡が重罷町との合併を

望んでいて顎舎がある。 3081こ!!!J議金行政改革推進特別護員金主催で酌 13圏体・露長

会伺土地改良痘・老人会などのメンバーを招いて合併懇談会を開催することになってい

る。ここで、合併!こ関する軽通報告などをすること!こえまってる。

乙 関長ご自身{ま合併についてどう患っていますか。

留場どこかとの合静iま必黙だろうが、松山市と合併した久替の伊iを見てもわかる

ように、松山市と合耕したも、重f書簡は松山の挙本る購辺地主義{こ過ぎ主主くなってしまう

のでは患いかo1J)といってJII内町との合鮮もただ与えるだけのものに立るとしたもどう

だろうか。もっと色々な合併の可能性も考麗に入れたいものだa 関職員チームが現在合

併!こ関する資料集めそをしている。

3. 襲!こ、結論を持ってくれと主聾する場合、わが開は具体的に、伊jえ括公募して集ま

った住民的ワーキンググループなどと町職員が一体と怠って合鮮に関するブ口ジェク

トチームを作り検討しているから、待ってくれというようなこちら舗の議醸的な態度を

晃せる必要があるのでは怠いですか。

情窃十分機宮守したい。いずれにしても住民1J~鞘簿できる結論を出すよう持ってい

きたい。

現在納韓組合!こ払っている報襲金が、盟の法律iこよりストップするtJ昔、そのお金を

見込んで各組が運営されている現棄を鑑みると、町としてはそれiこ代わる捕助金を出す

ようにとも考えている。子宮前村合併を見込んで、その議本ことは既存の事翼があった方

がいいと考えている。

4. JlI内のゴミが重信!IlJのゴミ競却場に運ばれてくるという噂があるが本当ですか。合

併問題とも鱒犠があるのですか。

合鮮とは関{栗本いが、ゴミ問題については、ダイオキシン対簸にもなる 24

時間競却するためには30万人い怠いと不可能で、ゴミ髄まp場を続最悪合していく認さ襲が

ある。すでに題の基準をクリアーでき立い競部場のJIi内関のゴミを過霊的に麗舗をみて

くれと県の指導が来ている。 J!I肉!!!Jのゴミを臨時に引き撃さげても、輩f書町のゴミの艶却

能力は十分あるし、排気が悪く詰る心霊elまないが、山之内地域の住民とはよく話し合い

をして納講してももわ怠いといけないと患っているe

5. 下水道事業について、各戸の負盟金の額ts150万円以上だと開いている。分割払

いや襲し付け詩型j震はありませんか@

陽禽噂留撞み立てをしたり、分割払いを罷めたU、簡が事1I患者をみる賞し付!t制度も用

意している。

ι i関節I設場の鞘用法iまどうなっていますか。

. .檀藤診器奇センターや見輩錯への科F簡を検討している。児童舘については、本

農のたまり壌に立っているとのf患の地壌での偶もあるので、苦醸している。 いずれにし



ても、新競事業品、合併の方鑓を見ながら考えなければなち立い。

ヒ藷ンのy択の謹樹・町長との懇談の後、酌役場エコグループの人たちと設

場の裏庭{ことョンの木の撞棋をしました。このヒョンの木i立、ここに新しい積場ができ

る齢、ここにあったお宅の震にあつだひょんの木の子供です。親の木は庁舎建設に停い

窃られてれてしまいましたが、その子銭安高から育てなんとかと犠付いたところそこの

産植樹することになったのです。難事膏ってくれますように f設場に行ったら是非金っ

てやってください。

ヒョンノキー正式和名を「イスノキ(Distvlium rac emωum Sie b. et Zucじ)J と

いい、マンサク科の常縁高木です3 この木を「ヒョンノキ」という方言名でよんでいる

のは、川内町・重信町・内子町・大洲市移~沢・八幡浜市命保内町，三崎町 e 坊主辺町で、

その他、東予では「ヒューヒューノキ」、中山田J.三!鳩町では「ヒョン」とよばれてい

|ーす…一一しい3 也山こ以一ぶ
から「ヒヨンJ、 「ヒョンノキjという名が起こったものと考えられています。この虫

えいは、イスノキオオムネアブラムシやイスノブシアブラムシが新芽や葉柄の基部に寄

生することによりできるものであるとのことです。 「えひめの木の名の由来」より

己
eJ R暑 D.

昔年「重f霊麓Tl1，i'転時村合併するらしいJという話を開いて、どことどういう合餅を

するのだろうとか、私の生活にどん主主影響があるのだろうと、不安と興味が溝き上がっ

た。

20数年前、私が重f量密?に引越して来てから今自信関、この留目立居まぐるしく変化し

ている。

重量拐!こ住んだ見奈良の集合住宅の潜りは、養護学校と顔立蟻養所が瞬接していたけれ

ど、木;Q!~事く、識しい場所だった。ベラン夕、から外を眺めると、森閣としている上!こ、

各拡鴛く程;令たい車誌が吹き荒んでいた。夏は毎朝ヘピと出会い、クーラーなどない部撞

に築関でおしよせてくる撞々の虫連に開出していた。

それが、 5--6年軽っと、林{ま聾護学較へ続く車道となり、又期と立って、消えた。

それと共iこ、ヘピや虫違も語っていった。

;究に移り住んだのは、鍾自にある町営住宅である。櫨選で4踏の部墨!こ決まった時{手、

麗い鞠捕りの碕鞠や幼な子を抱いて4轄までよるのは辛いと患ったものだった。けれど

も4酷Pの踊り場から見護せる山々と辺りに誌がる毘摺の盟景i立、私がかつて見たこと的

ないすばらしい嚢色だった。 4階からのこの観葉11，轄としてふさぎ込む私を荷震なぐ

G る
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さめてくれたことだったろう。特に、麦畑の色の変遷は、この私をして詩心を興させる

に充分な自然への感動を与えてくれたものだった。

ところが、その麦畑は消え、今はパチンコ庖とその駐車場が広がっている。パチンコ

庖が建つことに町営住宅の住民は、反対署名運動をしたけれど、売買契約後であったら

しく、町が関知できる事ではないと、反対運動は町に受け入れてもらえなかった。

今、私は北野田に住んでいる。ここに 10年前に引越したのは、周りの広々とした空

間が住環境にとてもよいと感じたからである。北側には住宅が続いているけれど、西側

は野球のできるグラウンド、南と東側は田姻が広がっている。特に東側は、天気の良い

日は遠く石鎚の頂上が見える場所であった。

ところが、引越して3年目に変化が起こった占道をはさんで家の東側に、緑を提供し

てくれていた蜜柑摺に、大型スーパーが建ち出した。そしてその周りにマンションやテ

ナントピルが建った。

しかし、まだわが家の周りは田畑を失つてはいない。市街化調整地区と農業振興地区

に指定されている場所だからだそうだ。

重信町では、この 10年の聞で自然が失われる代わりに、スーパーやパチンコ鹿が出

来て、利便性は高まった.しかし、生活の質はどうだろう。高まったと言えるだろうか。

重信町単独町政でも、私には納得のいかない事があったりするのに、合併したら、ど

うなるのだろう。住民にとって、わかりやすい町政をどうやって実現するのだろうか・

国の方針で2005年には何らかの合併をしなくてはいけないのに、私にとって、重信

町にとって、合併の何が良くて何が不利なのかが、はっきりと見えてこない。ただ一つ

合併を拒否すると国からの地方交付税がもらえなくなるので、町財政にとってはとても

不利だという事だけはわかっている。

少し前、合併勉強会で県の市町村課長さんが、合併はあくまで住民の合意が不可欠条

件で、県が独自に押し進めるものではない、と言われていた。しかし、重信町は町民の

合意をどの様な形で結集させるのか、まだ示してはいない。

11月の町文化祭で、女性塾が市町村合併に対するアンケート調査を行ったら、町民

の多くの方々が関心を寄せられた。

町は、 L広報しげのぷで、毎回市町村合併の現状を(他市町村の実状も含めて)とり上

げたり、経過報告の上では、時には広報号外も出しながら町民の意見を広〈吸いとって

欲しい。

文、各地区での勉強会は区長さんや町議員さんに協力してもらい、より多くの町民に

参加してもらう様にし、その場で出た意見は全て町で分析してもらいたい。その結果を

報告し、論議し合う場として町民集会を開催して欲しい。私は重信町の将来を担ってい

くのは全町民なのだから、みんなで一応の納得ゆく方針を決める場は必要だと考えてい

る。町民集会を開き、町民の声を町が真撃に受けとめていくならば、集会に参加する人

は、回を重ねる度に多くなっていくだろう。そうして、多くの町民と町政が話し合える

一IS"-



体輔ができていくならば、重f言霞?を“裁が習J"と翼糧事する人ts増えていき、鹿目立問畏に

よって活気づくに違いえまい。

この前前村合餅炉、そのステップに主主ることを毒血球難っている。

?難題から議泊先島j見学記 A .綿.

コープえひめ中予王手鞘実苛委員会主催の F大久野島平和ツア-Jで、 11月

号隠{木}高謹艇をチャーターし、Ik鳥曝竹護軍市窓海町大久野島へ出かIjま

した。当日 i葉、毒ガス史料館を罪学し、史料鰭の前館長村上鶴ーに{職時中

こ部地にあった舗毒ガス工場価の従業員でした)の体験識を開き、昼食を挨

んで、島内最撃を丹いましたの

乙の島i議、事自鞘10年代鴎の韓密により讃戸内海の地圏から清され、毒ガス

重量道置が盛んな構には、…購 41舗韓の島に3000人もの鑑襲員'Ifl能いていたそう

です。その中には、中学生や高等女学生が Fお簡のためjと信じ、動員学徒

として F鼠鶴爆弾』の聾遣や、毒ガス入りドラム缶の運織作襲など醸しい作

費量に雛事していました。喜重嬢襲議に関わったわけでもない学徒動員の人選で

も、慢性舞管支炎を購み、厚生省から審ガス患者の喜怒E置を聾け、今も毘ー鴎

轟離をしている人がいるそうです。製造iこ車接関わり、意書毒輝や離毒マスク

を身に付けていた入でも気護系捜性興事容の疲扶が諜輔で、ノドや臓にガンを

構む重症者や、肺炎で冬iこ寵亡する患者が多かったそうです。まして、無軍需

舗な人罪悪に討して毒ガス使用がどれ程惨いことか。主主恐ろしいものがありま

戦後しl;fらくは一般人の立ち入りが欝むられていたこの島i率、現在、闇民

体騒村iこ聾を饗えています。鵠年事態ガス9!軒舘ができ、鯵学旅行@逮毘など

で多くの学生耕平和教育で童書ねています。が、あの時代、島全体が毒ガスに

汚聾されていた事を考えると、不安がよぎります。路年iこは島の土からま議接

基準鍾の2200倍のと嚢(饗ガスの醸軒}が韓顕。環境庁は鵠年時見より汚染

土壌艶理{島外渡搬@麓浄}を開蛤し、錦年 8月iこ作童撃を繕えました。豊富年

3J苦と 8月iこは、臨空壕績から毒ガス謹鞠が環境庁により麓毘され彦、戦後処

理の不舗が覇軍見。今も島内のあちらこちらに、当時の韓穣が本覧味な襲をさ

らしています。

嬉轄の途中、夕日にま撃く多々経大輔の量産韓な聾iこ感醸しながら、今の王手鞠

をしみじみと感じたのは紘だけだったでしょうか@重要戸内のタト溝を高速離は

飛魚ぬように波関をま量り、性観4時開講の輯の旅iま少し大変でしたが、有意

義な一日でありました。
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語、 暗島唱事場

岱

i
h
j刊
1

竹原市の沖合い 3k m/J、島大久野島に「陸軍造兵級官、海兵器製造所J、

いわゆる"毒事ガス工場"が開かれたのは192ヲ(昭和 4)生存のことでした。

それまで島にあった.3戸の農家も"主毒ガス工場"ができると対岸の芝、海

へ立ち退きとなり、金重量がみ毒ガス工場"になりました。そして毒ガス

製議がさかんになった昭和10年代、大久野島は機密iこより瀬戸内海の地

図から消されてしまいましたョ

自中戦争が激しくなったゆ40(昭和15)年大久野島は「東京第二陸軍迭

兵緩怠海製造所j と名称がかわりました。従業員も急激に増え、島内iこ

「陵軍技能者養成所j もできました。いわゆる当時日本の化学薬品製造

技術を利用した化学兵器製造所です。この養成所では「化学兵器は人道

兵器Jで"蚤箪兵器"である、の教育をうけました。化学兵器は広範聞

な作戦に使うことにより一時中毒をおこさせ戦騎鐙カをなくさせるもの

で、そのときの苦痛度も少なく、あとから回復する、死亡率もきわめて

低い、いわゆる敵だからといって殺すのではない、あきらかにこれは

f人道兵器j である9 しかし戦後、製造従業者の毒ガス後遺症発病に苦

しみ亡くなっていく実態から見ても絶対にそうではありません。ただ毒

ガス製造の罪意識の払拭でしかありません3

←霊査の潔よから2三勝灘ヱ湯量量著書を績む噂

長〈秘密のベーノレiこ関ぎされた大久野

島ば 3 昭和 20隼 8月敗戦で工場閉鎖
になり占領ilの繍遂を終えで解体を待

つこととなった。イベジット、ノレイサ
イトの毒ガス重量造工場の排気塔がみえ
る。lEl百丘の上lこi餐71<ダンクが今も残っ
ている也 (昭和21年8月写す)

毒ガス製造工員

ガス島竪史耕究所の賢料より

鮪差益事れ護まかった
襲撃事

ー減策tll鰐E富官邸1'1が縫かなかったこと 19401王11fl. ，ro烹
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制作後円母くとも宿駅耽ヲr
aガスそ機用レ.J]fl.目。即人ほよ由民会・
陸宮λを埼脅し.正諸島漉せ滋'9'<;くとも

i.部耳昌也腹用と由簡潔4耳/，王E人以よ

コヲ被車内'"出し.約e.1l混入'!死亡さ包た

という.萄11スが唱道された大且野碍で

な日1篭:J!IIや殻弁担調官襲鈍された入

々叩甲に.局面で茸亡しなワ. !語性乱調宣

告坦i':'~苦しんでいる人もいる.



雑感 K.O. 

(その1)アメリカの大統領がようやく決まりました。正直なところ、最初の肉、ゴア

氏の言動は悪あがきのように見え、潔く敗北を認めればいいのに、と患っていました。

しかし、ゴア民の一連の行動のおかげで、民主主義のもとでの法整備が完聾だと患って

いたアメリカのそれも大統領を決める為のルールに不備な点が多々あることを私たちは

知ることができました。それも、ブッシュ・ゴア両陣営が相手と正面から向き合い、自

分たちに少しでも有科と思える点をとことん捧し出し、必死に濁ったからだとj思うので

す。その結果、ルールの不備は浮き彫りになりましたが、そもそも法律やルールは人間

が人間らしく幸せに生きていく為に人聞が作った決め事です。不都合が見つかれば、そ

の都度皆で考え変えていけばいいことです。それに引き替え、日本の“加藤民の反乱"

のおさめ方は、私にとって、すっきりしない終わり方でした。

(その 2)最近トシをとったせいか、替のことをよく患い出します。特にこの頃‘折に

ふれて思い出すのは、高校に入って、最初の地理の授業でのピコというニックネームの

先生の一言です。 “海は海に、山は山にかえる。人間が科学の粋を結集して計算し、山

を切り崩し、海を埋め立てても長い時を経て、自然はもとの形に戻る。それが時として

災害となる"と言われたのです。それほど自然}諒トり知れないと言うことなのでしょう。

先日の伊方原発訴訟の判決が出た時もこの言葉を想いました。山陰での地震は南海プレー

トが動く前兆と言う専門家もいます。判決どおり安全基準が信頼できるものであって欲

しいと祈るばかりです。

(その 3)環境にやさしく、という言葉がも当たり誌の君主の中になってきました。それ

はとても素晴らしいことですが、先日ある本で日本製品は確かに製品としては環境にや

さしいが、特に海外での製造工程はひどいものだという記事を自にしました。恥ずかし

いことです。製造工程にまで想いを巡らせるという点では、リサイクルもしかりだと患

います。来年からリサイクル法が施行されるようですが、リサイクルより先ずつユース

を、と患います。

20 世紀もあとわずか。年末の慌ただしさの中、様々な椿いニュースに、あれこれ考

えてしまう昨今ですが、私にとって楽しいニュースもありました。私たちの仲間の一人

が、ここ数年、愛媛県下をかけまわり、撮りためた蝶の写真をもとに、子供たちが自然

に毅しむ為のきっかけ作りになるような写真集を計画しています。そして“三ヶ村泉"

の絵ハガキの写真を撮ってくださった白形さんがNHKテレピで三ヶ村泉のことを熱く

諮っておられたそうです。残念ながら私は見なかったのですが、東京の娘からの情報で

す。彼も三ヶ村泉の写真集出版を計画中とか。 2慌の写真集が形になる臼を楽しみに、

心から声援を送ります。

形になったこともあります。重信町でたった一人の女性議員、諸伏さんが議会や自分

の活動記録を“酒だるより積雪第 1号として発行されました。第 2，第3号と続けて下さ

る様、頼っています。

-/<6--



野鳥の鉛中毒をご拝じですtT"

T.S事

冬!こえj;:')、今季の狩識が解禁されました。昨年のこの時期、重量鰻大学潰習林を歩いて

いたら、関銃を持った人に会い、主主んとえ主く気持ちが落ちつかず早々に引き上げてきた

ことを覚えています。

環壌庁iま今年、錯弾による罵類の事最中護軍を酷ぐため、 「鉛散弾親指i区域j を番都選府

県!こ 1 カ所以上設聾するよう iこ要請しました。そこで聾鑑県i草、東予、~予、荷予{こ 1

カ所ずつ童話散弾穫期禁止íZ域を設けました。もっとも、こ的競摺~f立高類の鉛中毒を酷ぐ

には不十分で、顕民!こ鉛中毒ぬことを鉱えるための“きっかけ"韓度iこしかなりません。

しかしながら、これまで、ニの足を蕗んでいた状況を考えると、この方針を環構ffが打ち

出すことそのものに意味があり、大をきく前進したと言えるでしょう。

ところで、野農の鉛中毒iこ拡 2つのタイプがあります。?っ思のタイプ!立、カモ、

ン、ハクチ諸ウなと屯の水j鳥鳥が水のE底ま!にこZ沈Eんだ錯散弾を小石と間違つて童歓支み込ん

こと 3かう~)ら中毒!にこ主立Eるというものです。もう 1 つのタイプi立、ライフルで撃たれた後、現

地!こ故寵されたまま的シカ主主どを貴べた野生動物1;昔、肉と一緒にうイフル諜!こ{襲われて

いる鉛を食べてしまうことから中毒になるというものです。いずれの場合にも死亡伊jは

数多く確認されており、強者ではオオワシの被害がよく知られています。

これまで、霊鑓獲で詰錯中毒による野島の死亡構は礎認されておりません。しかしな

がら、それは探していないために見つから器いだけかもしれません。皆さん時野生の動

物たちが死んでいるところを見かけたことがありますか。おそもく、{まとんどの方は見

たことがえEく、見たことがおつだとしても交通事故!こより死んだ輔体でiま主主いでしょう

か。死菌が嚢韓、老衰である場合、野生動物たちは私たち人間の告に触れることむ設い

場前で死んでゆきまずから、議や林の~!こ頻繁!こ出かける人でない顕り、野生動物の苑

髄を見かけることはほとんど立いのです。

霊撞県庁の盟主望者!こよると、愛議県でiま氷患の狩審員tJ'f盛んではないそうです。そのた

めに鑑散弾を龍う人が少なく、鉛中毒が聾生する可能性が少ないのかもしれません。け

れども、錯の散弾を鎮い親ける躍り、この問題が解決することはありませんa できるど

け早い韓轄に、鉛散弾から鉄弾や軟室長弾、錯製ライフル弾かち錦製ライフル弾への明り

欝えが註されることを望みます。

霊童期{こ主主ると、鉛中審撃で究んだマガンやハクチョウたちのことを患い出し、 f今年iま

あまり斑怠なければいい立あjとぼんやり考えておりました@そんtJ.ことを考えずにす

むような環境をつくりたいという患いが現賓の活動につながっているのですが、 21世

紀には私の患いを皆の患いとして実現させたいものです。

12丹市昌明)1 : 00-- 例金難五五年金



おいしい金事をいただきながら、今年の活動を掘り涯りました。(設 大六さん宅)

合静問題!こ轄しでは、頻繁に新韓輯ょをにぎわせています。曜の要輔簸定の段取りが

当初より遅れているようです。これは私たちにとっては幸いですが、今後どうしていく

のか宙?の姿勢もまだ見えてこない実状です。イ可も材料を与えない段轄で町民にアンケー

トをとるのだけ母やめて散しいと患います。一自も平く密?農勉強会なり、懇談会なりを

開くようiこ動いていただきたいと患いますe

会員の一人f:J1'主iこ熱心に取り組んできたガイドブックづくりについて、色々話し合っ

た結果、会として支える方向でゴーサインがでました。よかったよかった。

擁護します

くちしの学習舎として、はじめて輔先生にお会いしたのがもう 8年前です@泉のこと

やオオカワトンボの事、その他にも重量イ霊前の自黙について、いろいろと教えていただき

ました。私iま~虫持きな子楳たちにも、先生のお話を艶かせてあげたいといつも患って

いましたので、とUあえずガイドブック作りを思いつきました。顕轄地先生にお騒いし

て、空手真j立{経費の関様で)最前で用意して、なんとか材料集めができました時で、金

量の人たちに譲葉してみました。 r蝶(;;t難いなのよネー、普車t.;.んて、つぶすもんネ-j

と言う会員あり、 「蝶の説明は英語訳も入札なさいよ、俳句も入れてサーjと言う会員

ありーの、さまざま立反蕗でした。それでも「助けてくれってんだか色、協力してやり

ゃいいじゃないのjというありがたい入もいて、なんとか学費金としての承諾を需まし

た。あとは完成まで突っ荘るだけです。皆さんよろしくお聴いします。(菊地}

今後の予定

1 ~ 15毘{丹) 1 : 30- 総会 (窮民会舘}

来年度の活動計画立どを話し合います。こぞってご参加ください。

一一つ
i くらしの学習会では、臨時会員を事集しています。

!活動会員 2000 開/年 購読会員 10001年

! 藤込口醸番号{郵髄罵) くらしの学習会 01610-5--21026 

i 関い合わせ先 TEL. FAX 089-964-6号56 林〉

i ιmail k十hayashi@nifty血com

今年も残りわずか。あと数日で 21世紀の幕開けです。世の中を見諜せ(;t'、教曹問題、

地域環境の購題、介護の開題主主どなど山舗です。少しでも畏い方向にしたいものです脅

CT.H.) 

-20日


